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千島海溝南西部、海溝陸側斜面下部域の斜面崩壊地形の成因の検討

What process makes slope failures in the lower part of landward slope, the southwestern
Kuril Trench
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　我々は、北海道南東沖の千島海溝南西部で 2005年と 2007年に海洋研究開発機構の調査船を使用した調査航海を行っ
た。2005年の航海は、「かいれい」を使用した反射法探査と堆積物コアサンプリング、2007年は「よこすか」と「しん
かい 6500」を用いた潜航調査を主目的として、両航海ともに海溝の陸側斜面をターゲットにした調査観測であった。こ
れらの航海中、両調査船に搭載されたマルチビーム音響測深機 SeaBeam2112による精密海底地形の調査を時間の許す限
り行って、旧式の測深機で取得された既存データの更新につとめた。
　千島海溝南西部域では、1992年に東大海洋研の白鳳丸による広域調査が行われており、主にマルチビーム測深調査に基づ

いて、海溝の陸側と海側斜面の地形概要が報告されている (Ogawa et al., Hakuho-Maru cruise report, 1993)。我々は2005年、
2007年に行った航海で得られた成果をもとにして、さらに詳細な解析を行い2008年地質学会で海溝陸側斜面の地形形態の解
析結果について報告した。本ポスター発表では、特に、陸側斜面下部域でこれまで斜面崩壊地形、あるいは地すべり地形と考えられていた地形に関して、最近の沈み込みテクトニクス研究の成果を考慮して、その成因について検討する。加えて、陸側斜面下部域の地形形態について、さらに詳しい解析を行った結果を報告する。


